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1．はじめに
　シリア北西部に位置するテル・エル・ケルク遺跡

（Tell el-Kerkh）は西アジアの新石器時代の中で最大
規模の集落遺跡のひとつとされている。10 ha を超え
る規模の遺跡はメガサイトと呼ばれているが、テル・
エル・ケルク遺跡はそのメガサイトのひとつであり、
7600〜6600 cal BC にかけて最大規模の人口を擁して
いたことが知られている（Tsuneki 2012）。またテ
ル・エル・ケルク遺跡は狩猟・採集から農耕・牧畜へ
の移行や、人間社会の拡大・複雑化のメカニズムを解
明する上で重要な遺跡とみなされてきた（三宅 2017）。
そして社会の複雑化が進む一方で、シリア北西部は文
化的なまとまりを形成していたことが指摘されてお
り、石器製作技法や黒曜石の運搬などの人的、物的交
流が頻繁になされていたことが報告されている（前田 
2010, 2017; Arimura and Suleiman 2015）。それで
は、そもそもルージュ盆地（Rouj Basin）のセトゥル

メントに関する条件はいったいどのようなものであっ
たのであろうか。また石器製作（特に石刃）はどのよ
うな資源的制限を受けていたのであろうか。これらの
回答は、考古学的視点というよりは、地質学的視点に
よるアプローチが望ましいのではないかと考えられる

（Hisada 2017）。
　筆者は過去 2 回のシリア北西部の地質調査を実施し
た（2003 年 4 月 25 日〜5 月 5 日、2010 年 7 月 9 日〜
7 月 20 日）。小論では、それらの結果をもとに、テ
ル・エル・ケルクの地質環境について報告する。また
石器素材、すなわち黒曜石とフリントに関する素材の
うち、後者の地質学的意義について検討する。

2．西アジアから東アフリカの地質概要
　ルージュ盆地を含むシリア北西部は日本列島のよう
な島弧とは異なる大陸的な地質環境と言える。ルー
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ジュ盆地周辺の地質環境の理解にはプレートテクトニ
クスによるパラダイム的理解が必要である。西アジア
ではユーラシアプレート、アラビアプレート、アフリ
カプレートが南北に並び、両側にアナトリアプレー
ト、インドプレートが位置する（久田編 2018）（図
1）。そしてプレート運動としては、アフリカプレート
から分離したアラビアプレートがユーラシアプレート
に衝突する構図となり、分離は紅海やアデン湾を、衝
突はザグロス山脈を生み出した。その結果、ザグロス
山脈から地中海に抜ける東西の帯状地帯を境にして、
南北で大きく異なる地質環境が生じた。この帯状地帯
の北側は造山帯、南側は安定地塊と呼ばれている。造
山帯は地殻変動が激しく複雑な地質構造を持ち（褶曲
帯に相当）、一般的には地震多発地帯となっている。
この造山帯を作り出した運動を、アルプス－ヒマラヤ
造山運動と呼ぶ。一方、安定地塊は、かつて（十数億
年前）は活動的であった造山帯が現在では長期間安定
した大陸地殻をつくっているところである。安定地塊
では先カンブリア時代に形成された堅固な岩石が露出
する先カンブリア帯（図 1）が形成されることを特徴
とする。そのような地帯は比較的平坦な地形を生み出
すが、西アジアの場合、後述のように大陸分裂が発生
したので、火山が作り出した火山岩地帯が紅海沿岸や
その南方に広がっている。またプレートの衝突ででき
たザグロス山脈の南側に肥沃な三日月地帯が形成され
ている（図 1）。肥沃な三日月地帯は、ザグロス山脈
の西方延長部から流れ出したチグリス－ユーフラテス
川が、山岳地帯で生じた砕屑物を運搬堆積させたこと
で形成された。肥沃な三日月地帯はまさに造山帯と安
定地塊の境界部に形成されたのである。

　一方、アラビアプレートとアフリカプレートの境界
には大山脈は形成されていない。それは両プレート間
が大陸分裂による発散プレートテクトニクスに起因す
るからである。アラビアプレートはアフリカプレート
から数千万年前に分離したと言われている。その分裂
のプロセスは通常、巨大大陸の一地域の地下に大量の
マグマが上昇し、マグマで持ち上げられた個所を中心
にして三方向に断裂が走り、三地塊に分裂するといわ
れている（図 1 の 3 重会合点）。北西方向に紅海、北
東方向にインド洋中央海嶺、そして南西方向にはアフ
リカ大地溝帯を形成している（久田編 2018）。この分
裂の中心はエチオピア、エリトリア、ジブチにまたが
る「アファー三角体」と呼ばれる地域である。アフリ
カ大地溝帯は、二列のリフトバレーに分かれる。ア
ファー三角体から、ビクトリア湖の東側を南へ、ケニ
ア、さらにタンザニアに至る東リフトバレーと、ビク
トリア湖の西側から南へ、タンガニーカ湖、マラウィ
湖を抜けてインド洋に及ぶ西リフトバレーである。ま
た、アデン湾からインド洋に抜けるリフト帯（帯状の
陥没谷）はカールスバーグ海嶺さらにはインド洋中央
海嶺につながる。紅海から最奥のアカバ湾を経て北方
へヨルダン渓谷の死海へと続く。最後のひとつは、死
海から北方へはガリラヤ湖を通り、その後やや北北東
に向きを変え、線状凹地としてルージュ盆地に至る。
したがって、ルージュ盆地はアファー三角帯に発した
大陸分裂の大地形の北端ということになる。なおア
ファー三角体は、マグマ活動の中心であったことか
ら、現在でもエルタ・アレ（Erta Ale）及びその周辺
の火山活動は活発である。
　かつてフランスの人類学者 Y. コパン（Coppens）

図 1　西アジアのプレートと地質の特徴　久田（編）（2018）を改変
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が提唱した、アフリカ大地溝帯の大地形が初期人類の
誕生を導いたとする説「イーストサイド・ストー
リー」が注目されてきたが、中央アフリカのチャドか
ら、700 万〜600 万年前の最初期の猿人が発見された
ことにより、この説の再検討が必要となった。ただ
し、西リフトバレーの北端に位置するアルバタイン地
溝の一帯は、豊かな生物多様性が認められることなど
から人類発祥の地として現在も注目されている（久田
編 2018）。地溝帯という閉鎖的、制限的地形要因が、
生物多様性を生み出すという点で、人類進化史に多大
な影響を与えたことは十分に考えられる。

3．「バシット・オフィオライト」の役割
　先述のように、西アジアは造山帯と安定地塊から構
成されるが、造山帯の特徴は地下資源に恵まれるとい
う点である。それはマグマの活動、すなわち火成活動
によりマグマ冷却後の岩体中あるいは周辺の岩体に
鉄、銅、鉛、亜鉛などが濃集するからである（久田編 
2018）。したがって造山帯の金属鉱床が古代人に大い
に重宝がられたことは言うまでもない。これ以外にも
金属鉱床として有益だったと考えられるのがオフィオ
ライトである。
　オフィオライトは過去の海洋底の地殻－マントルの
断片である（久田編 2018）。それが、大陸間衝突のよ
うな出来事が発生すると、海底下の岩石にもかかわら
ず、陸上にのし上がる（衝上する）ことになる。した
がって、ユーラシア大陸を乗せたユーラシアプレート
に衝突したアフリカ大陸を乗せたかつてのアフリカプ
レート（アナトリアプレートやアラビアプレートが分
離する前の状態）の衝突帯にはかつて大陸間に存在し
た海洋底の地殻－マントルがのし上げられている。地
中海に浮かぶキプロス島（トルードス・オフィオライ
ト）（荒井 1988）やアラビア半島のオマーン（オマー
ン・オフィオライト）（宮下 2018）にはそのような世
界最大規模のオフィオライトが露出する（図 1）。そ
の中間に位置するシリアにもオフィオライトの分布が
知られている。
　シリア北西部の地中海沿いのバシット地方には、お
よそ 1000 km2 にわたってオフィオライトが分布する

（図 2）。ここでは、「バシット・オフィオライト」と
仮に命名する。
　V. P. ポニカロフ（Ponikarov）（1968）は、バシッ
ト・オフィオライトを複合岩体として、蛇紋岩やかん
らん岩（図 3）、深成岩、火山岩、そしてこれらを覆
う放散虫岩や石灰岩を始めとする堆積岩の構成する岩
石で構成されるとした。
　これらの岩石は白亜紀の最後に相当するマストリヒ
チアン期よりも前に形成され（海洋底下の地殻とし

て）、数千万年前の造山運動により陸上にもたらされ
たと考えられている。オフィオライトは一部を除いて
マグマが冷却固化した火成岩からなり、下位より、か
んらん岩、層状斑レイ岩、シート状岩脈群、溶岩層が
マントル上部から海洋地殻に相当する（荒井 1988）。
オフィオライトの全層厚は数 km から 10 km 程度で
ある。マントル上部のかんらん岩中に発生したマグマ
が地殻内を上昇する際に、マグマだまりと言われる空
間で結晶が沈積し（結晶集積岩となる）、最終的には
地表あるいは地表近くで噴出岩となる。初生マグマが
生じたかんらん岩は残留岩となる。
　バシット・オフィオライトは、かんらん岩が変質し
て蛇紋岩となったもの、層状斑レイ岩、シート状岩脈
群、噴出岩である溶岩層や海洋底の堆積物から構成さ
れる。これらのうち、かんらん岩、層状斑レイ岩、
シート状岩脈は完晶質〜半完晶質であることが多く、
後述のように、その美しさから装身具など作成の素材
として用いられることが多い。
　しかもこのようなオフィオライトは石灰岩や放散虫
岩（プランクトンである放散虫の集積物）と近接して
産出することが多い（Mouty 2015）。この放散虫岩は
日本列島の土台ともいえるジュラ紀付加体の重要な構
成要素となる層状チャートと類似するが、その成因は
かなり違うようである。層状チャートは深海底堆積物
とみなせるが、放散虫岩はより浅海の堆積物を含むこ
ともある。すなわち、海面近くから、海面下数千メー
トルの深度に至る間に、石灰岩－放散虫岩－層状
チャートの深度の違いによる形成が認められる。
　荒井章司（久田編 2018: 75）は、「深海の海洋底が
その下の岩石とともに陸上に乗り上げたということ
は、当然それよりも浅い海底の堆積物も一緒に巻き込
んで乗り上げたことを示唆します。…（中略）…この場
合、石灰岩が浅海堆積物であり、放散虫岩がより深海
の堆積物になります。そして最終的には大陸と大陸が
衝突して、その痕跡がオフィオライトになるのです。
言い換えると、オフィオライトの存在は、石灰岩－放
散虫岩の組み合わせの岩石の存在を示す兆候と言って
もいいかもしれません」と記述している。放散虫岩は
石刃作成の素材として適しており、また石灰岩は洞窟
として古代人の住居を提供しており、石灰岩－放散虫
岩は、古代人の生活の重要な天然資源といえる（久田
編 2018）。
　また、オフィオライトは、かんらん岩（蛇紋岩）や
蛇紋岩中のヒスイ、噴出岩中のアンバー（umber：
鉄マンガン鉱石）に付随して産するイエローオーカー

（yellow ochre：水酸化鉄を主とする黄土色の顔料）、
銅鉱床やクロマイト鉱床など有用鉱石として枚挙にい
とまがないといわれている。このようなバシット・オ
フィオライトが、テル・エル・ケルク遺跡から 40 km



98

久田 健一郎

の距離にあることは注目に値する。
　このようなオフィオライトは、プレートの衝突帯す
なわちアルプス－ヒマラヤ造山帯に限られて露出する
ことになる。アラビアプレート上にあるルージュ盆地
周辺では結晶集積岩のような岩石の産出は望めない
が、約 40 km 離れたバシット・オフィオライトでは
入手できた可能性がある。

4．ルージュ盆地の地質と水環境
1）ルージュ盆地の成因
　ルージュ盆地はどのように形成されたのであろう
か。ルージュ盆地は死海から北方に伸びる地溝帯の延
長部に位置する。ルージュ盆地自体は南北 37 km、幅
2〜7 km を有し、周囲は新生代石灰岩層が露出する。
ルージュ盆地を構成する地層は、東側と西側で異な

り、東側は中新世層状石灰岩（図 4b、図 5、図 6c）、
西側は始新世層状石灰岩（図 4a、図 5、図 6b）から
構成される。また西側の南端は玄武岩溶岩が広がって
いる（図 5）。始新世、中新世の層状石灰岩とも灰
色〜暗灰色の厚さ数十センチメートル〜数メートルの
主にミクライト質層状石灰岩である。
　Z. ガーファンクル（Garfunkel）（1981）は、アカバ
湾からルージュ盆地にかけて 4 つの菱形地溝を伴う左
ずれの死海トランスフォームを示している。最北の菱
形地溝はルージュ盆地を含み、そのすぐ北で主ザグロ
ス衝上断層と連結するとし、これは左横ずれの死海ト
ランスフォームで形成された地溝帯が、北からのアル
プス－ヒマラヤ造山帯で衝上されている状況を示唆す
るものである。W. マンシュパイザー（Manspeizer）

（1985）は死海トランスフォームに関して、南部の死海
地域の菱形地溝の詳細を明らかにし、新生代第四紀の

図 2　シリア北西部の地質概略図　（Aghnabati 1986 をもとに作成）
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死海地域の気候にこの横ずれに伴う菱形地溝の形成が
強くかかわっていることを指摘した。ルージュ盆地は死
海トランスフォームの運動に関連して形成された可能性
があるが、典型的な菱形地溝とは言えないようである。
　一方、イラン地質調査所から発行された 500 万分の 1

『Geological Map of the Middle East』によれば、
ルージュ盆地西縁は地溝帯から断続的に伸びる断層帯
の一部に相当する（Aghanabati 1986）。ルージュ盆
地西側は南北性断層により隆起した地形であり、東側
は断層によるギャップはほとんどなかったと思われる

（図 5）。
　筆者はルージュ盆地周辺の地質調査を行い、盆地が
南北に伸びたドームベーズン構造の可能性を見出し
た。それは西側、東側の層状石灰岩が盆地に向かって
10〜30 度で傾斜していることを確認したことを根拠
としている（図 5）。すなわち、アラビアプレートの

北端に位置するルージュ盆地はリフト帯の様相を呈す
るが、両側を明確な断層で仕切られた地溝帯ではな
く、西側断層のみのハーフグラーベン（半地溝帯）で
あり、死海付近の地溝帯とは異なるものと思われる。
それは 3 重会合点から遠く離れ、しかもプレート発散
が停止してしまったことによるものか、あるいは北か
らのし上げてきた運動、アルプス－ヒマラヤ造山運動
に関係するものかもしれない。

2）ルージュ盆地の水環境
　このような地質環境でのルージュ盆地の水環境はど
のようなものであったろうか。西縁に発達した断層が
あることは層序的なギャップで想像できるが、必ずし
もギャップは大きくない。したがってルージュ盆地が
ドームベーズン構造のベーズン部に相当し、地下水が
盆地の中心に向かって流れ、集水しやすい状況であっ

図 3　a：蛇紋岩露頭　b：蛇紋岩化を受けたかんらん岩
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たことが推定される。また西側の南部には大きなウ
バーレ（uvala）が発達している（図 6a）。このウ
バーレは 1.3×1.0 km の楕円形を呈しており、深さは
100 m 以上である。長軸は北西－南東方向である。ウ
バーレは隣接するドリーネ（doline）が溶食の進行
や地下流路部の陥没により凹地部を拡大し、連合する
ことにより形成されたかなり大きな不定形の凹地形で
ある（漆原編 1996）。このような巨大なウバーレの存
在は、かつてこの地に豊富な地下水脈があったことを
意味する。
　また現在では干拓化が進み、その面影は見られない
が、ルージュ盆地では盆地中央部にルージュ湖堆積物
があることが知られている（Akahane 2003）。厚さ
は数メートルである。下部層は緑灰色シルトと緑色粘
土であり、両層には石膏結晶が形成されている。下部
層の最上部は淡水生貝化石を含む。上部層は灰色シル
ト、暗灰色シルト、白色シルト、淡褐色シルトと泥炭
からなる。白色シルトは方解石結晶と貝類化石を含む
ことで鍵層となる。このようなルージュ湖の存在か
ら、ルージュ盆地の水環境がかつては良好であったこ
とがうかがえる。

5．テル・エル・ケルクの珪質ノジュール入手
　ルージュ盆地周辺の地質調査の結果、打製石器、特
に石刃の製作に向いた石材を見出すことはできなかっ
た。まず本章では、石刃に向いた石材、すなわち珪質
岩についてその成因を示し、テル・エル・ケルクにお
ける石材供給について考察する。
　西アジアにおける石刃の素材は、筆者による石刃の
肉眼観察によれば放散虫岩や珪質ノジュール（団塊と
もいう）である。これらの岩石は、考古学的にはフリ
ントと呼ばれている。ここでまずフリントの地質学的
意味合いを紹介し、石灰岩中に産出する珪質ノジュー
ルの成因について考察する。
　フリントは『新版地学辞典第 2 巻』（片山ほか編 
1970: 398）によれば、「…貝殻状に割れ、鋭い稜を作
る。レンズ状・団塊状・層状またはチョーク層の中に

図 4　ルージュ盆地の西側（a）と東側（b）の遠景

図 5　�ルージュ盆地の地質図と地質断面図　Akahane
（2003）を基に加筆。走向傾斜は筆者による。
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脈状などを呈して産する。…（中略）…一部は生物源、
他の一部は無機源とされているが、成因については
個々の場合について必ずしも定説がない。この言葉は
現在、地質の記載としてはあまり使われていない」と
されている。
　また服部（2008: 24）は、「W. ター（Tarr）（1938）
によれば、フリントはチャートと同一の（identical）
の岩石であり、その名称は現在では主に工芸品などに
使われているだけであり、そのため、学術用語として
は使用しない方がよい」としている。小論ではこのサ
ジェスチョンに従い、フリントという学術用語を用い
ない。また記載された産状を見る限り、石灰岩中に産
出し、形が不定形の珪質岩であることから、珪質ノ
ジュール（珪質団塊ともいう）と称するのが妥当と考
えられる。以上のように珪質ノジュールは、堆積物が
石化する続成作用の過程で生じ、間隙水の移動と間隙
水中のイオンの拡散によって形成されるもので、しば
しば、特定の堆積面に密集して産するのである。この
続成作用の過程とはどのようなものがあるだろうか。
　石灰岩中の珪質ノジュールの成因には、1）海洋底
の熱水活動によるもの（Migaszewski et al. 2006）、
2）浅海における天水の海水希釈によるもの（James 
et al. 2000）、3）珪質および石灰質遺骸の混合物で構

成される乱泥流堆積物の続成作用の過程によるもの
（Bustillo and Ruiz-Ortiz 1987）が知られている。
　ルージュ盆地の東西両側の始新世、中新世の層状石
灰岩には珪質ノジュールの産出は見ることはない。一
方、ラタキア近郊の白亜紀層状石灰岩中には長軸が
30〜50 cm、短軸が 20 cm の珪質ノジュールの産出が
知られている（図 7a, b）。形状は楕円体のものが多
く、同一層準に並ぶことが多い。上記の珪質ノジュー
ルの成因を比較した場合、これらの珪質ノジュールを
含む層状石灰岩に熱水による影響がみられないこと、
天水が流入するような陸域環境が近域に見いだせない
ことなどから、3）の乱泥流起源説が妥当と思われ
る。この乱泥流起源説は、M. A. ブスティージョ

（Bustillo）と P. A. ルイズ-オーティズ（Ruiz-Ortiz）
（1987）によれば、南スペインのベティコ山系にみら
れるジュラ紀後期の石灰岩乱泥流堆積物は、浮遊性ウ
ミユリの破片と放散虫を含む石灰質泥や砂からなり、
流下して定置した後、続成作用の過程で、放散虫殻か
ら溶出したシリカが石灰泥でキャップされ、石灰岩中
に珪質ノジュールを形成するというものである。この
過程がラタキア近郊の珪質ノジュールの成因として妥
当であろう。
　ルージュ盆地の中心から南方 50 km に位置する

図 6　�ルージュ盆地周辺の地形地質　a：西側南部のウバーレ　b：西側南部の始新統層状石灰岩　c：東側南部
の中新統層状石灰岩
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ガーブ盆地の中心にいたる農道わきには、多量の珪質
ノジュールが人為的に集積されている（図 7c, d）。こ
れは当地が中部白亜系（＝白亜紀中期）石灰岩層分布
地域であること（図 2）から、風化して洗い出され
た、あるいは農民が農地から取り出したものであろ
う。この多量な珪質ノジュールは径が 10 cm のもの
が多く、同心円状の模様がみられる。この白亜紀層は
ラタキア近郊と同一層準の可能性がある。したがっ
て、石刃の素材となる珪質ノジュールの産出はルー
ジュ盆地に近接した地域からは得られず、図 2 の中部
白亜系石灰岩層の分布域（ルージュ盆地の中心から約
30 km 以上離れた地域）から可能となる。

6．まとめと結論
　テル・エル・ケルク遺跡があるルージュ盆地は地質
学的に見た場合、地溝状向斜部であり、その水環境は
良好であった可能性がある。ただし、石刃作成に向い
た珪質ノジュールの産出は盆地両側の石灰岩層には望
めず、おそらく南方数十キロメートル離れた、白亜系
石灰岩層の分布域を、その可能性がある地域の一つと
してあげることが出来る。一方、装身具の素材となり

うる集積岩は西方バシット・オフィオライト中に認め
られる。以上のように、水環境は良好なルージュ盆地
であるが、石器素材や装身具類の素材は盆地周辺にあ
るとはいえず、数十キロメートル離れた地域からの搬
入も考えられる。このような地形・地質は、プラット
フォーム型石灰岩の堆積をもたらしたアラビアプレー
トが衝突した結果形成されたアルプス－ヒマラヤ造山
帯に近接するという特殊な自然環境がもたらしたもの
といえる。
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